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(57)【要約】
【課題】　所望の色合わせをしながら、中間階調も含む
全階調において色ズレの発生を最小限に抑えることがで
き、従来の製造工程を用いて製造できる横電界方式の液
晶表示装置を提供する。
【解決手段】　単位画素３０を構成する補助画素３０ａ
、３０ｂ、３０ｃ内の赤色層５ａと緑色層５ｂと青色層
５ｃの厚さｔ１、ｔ２、ｔ３を互いに異ならせて、所望
の色合わせをする。赤色用補助画素３０ａの電極間隔Ｌ
１とセルギャップｄ１の比（Ｌ１／ｄ１）と、緑色用補
助画素３０ｂの電極間隔Ｌ２とセルギャップｄ２の比（
Ｌ２／ｄ２）と、青色用補助画素３０ｃの電極間隔Ｌ３
とセルギャップｄ３の比（Ｌ３／ｄ３）とが、等しくな
るように、電極間隔Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３とセルギャップｄ
１、ｄ２、ｄ３を設定し、補助画素３０ａ、３０ｂ、３
０ｃでの階調特性を同一にする。中間階調も含む全階調
において色ズレの発生が最小限になる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向して配置された第１および第２の基板と、当該第１および第２の基板の間に挟持さ
れた液晶層と、当該液晶層に駆動電圧を印加するために前記第１基板上にマトリックス状
に配置された複数対の第１液晶駆動電極および第２液晶駆動電極を有する液晶駆動部と、
当該液晶駆動部に対向して前記第２基板の内面に形成された、複数の異なる厚さの原色層
の補助画素を組み合わせてなるカラーフィルタとを備えた横電界方式の液晶表示装置であ
って、
　前記補助画素と前記第１基板とのセルギャップと、対応して配置された前記第１液晶駆
動電極と前記第２液晶駆動電極との電極間隔が、前記セルギャップと前記電極間隔との比
が前記補助画素の各々において一定となるように設定されていることを特徴とする横電界
方式の液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１液晶駆動電極が少なくとも一つの櫛歯状部を有していると共に、前記第２液晶
駆動電極が少なくとも一つの櫛歯状部を有しており、
　前記１液晶駆動電極と前記第２液晶駆動電極とが同じ幅を有している請求項１に記載の
横電界方式の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１液晶駆動電極が少なくとも一つの櫛歯状部を有していると共に、前記第２液晶
駆動電極が少なくとも一つの櫛歯状部を有しており、
　前記電極間隔が、前記１液晶駆動電極の少なくとも一つの櫛歯状部と前記第２液晶駆動
電極の少なくとも一つの櫛歯状部との間の間隔とされている請求項１または２に記載の横
電界方式の液晶表示装置。
【請求項４】
　単位画素の内部に配置された前記原色層が、赤色層と緑色層と青色層を含んでいると共
に、前記赤色層の厚さが前記緑色層の厚さよりも小さく、前記青色層の厚さが前記緑色層
の厚さよりも大きく設定されている請求項１～３のいずれか１項に記載の横電界方式の液
晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、横電界方式の液晶表示装置に関し、さらに言えば、色合わせのために単位画
素を構成する複数原色の補助画素の各色層の厚さが異なる、横電界（In-Plane Switching
：ＩＰＳ）方式のアクティブマトリックス型液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、横電界方式のアクティブマトリクス型液晶表示装置は、視野角が広いという特徴
から、高画質のテレビモニターや各種映像用モニター等、いわゆるハイエンドの画像表示
装置として使用されている。この種の液晶表示装置は、一対の基板の間に球状あるいは柱
状スペーサを設けて形成された均一なセルギャップ中に液晶が封入されて液晶層が形成さ
れており、前記両基板の主平面に略平行な電界を前記液晶層に印加することにより、前記
液晶層内の液晶分子を前記主平面に略平行な面内で回転させるようになっている。このよ
うにして前記液晶分子の配向状態を変化させて単位画素毎に光透過率を変調し、もって所
望の画像を表示するものである。しかし、横電界方式のアクティブマトリクス型液晶表示
装置では、色ズレを生じることがあるため、その色再現性は機種毎に調整する必要がある
。
【０００３】
　横電界方式のアクティブマトリクス型液晶表示装置に関連する従来技術としては、例え
ば、特許文献１（特開２００２－１５６６４３号公報）に開示されたものがある。この液
晶表示装置は、電極間隔の狭小化と電極間隔の加工ばらつきに起因する光透過率の低下を



(3) JP 2009-300627 A 2009.12.24

10

20

30

40

50

抑制することにより、高輝度で輝度ムラをなくしたものである。
【０００４】
　特許文献１の液晶表示装置では、一対の電極間隔をＬ、セルギャップをｄ、液晶のツイ
スト弾性定数をＫ2、真空の誘電率をε０、液晶の誘電率異方性（長軸方向と短軸方向の
誘電率差）をΔεとし、液晶層の閾値電圧（それまで黒色または白色を示していた単位画
素が所定色の光を表示し始める電圧）ＶCを
　　　　　　　　　ＶC＝（πＬ／ｄ）×（Ｋ2／ε０｜Δε｜）1/2

で表したとき、一対の電極（画素電極と対向電極または共通電極）間に最大駆動電圧を印
加したときの白表示時における相対液晶透過率が、最大液晶透過率の８５％～９５％とな
る電極間隔で、前記一対の電極が配置されている。前記電極間隔は、当該液晶表示装置の
全体を通じてほぼ一定に保持されている。
【０００５】
　なお、「相対液晶透過率」とは、液晶層が、これに印加される電界（前記一対の電極間
に印加される電圧に対応）に対して示す光透過率の最大値を１００％としたとき、所定の
電極間電圧（印加電圧）に対して示すパーセンテージである（請求項１、段落００２６、
００６８、図４、図９、要約を参照）。
【０００６】
　さらに、横電界方式の液晶表示装置において発生する色ズレを補正する従来技術として
は、以下の文献がある。
【０００７】
　特許文献２（特開２００６－２５９５０１号公報）には、一つのサブ画素領域（補助画
素）をさらに第１領域と第２領域（例えば反射表示領域と透過表示領域）に分割して、第
１領域の光学特性と第２領域の光学特性をそれぞれ所望の関係に設定することが可能なＩ
ＰＳ方式の液晶表示装置が開示されている。この液晶表示装置では、前記第１領域および
第２領域にそれぞれ電極とスイッチング素子を配置して、それら二つの領域における液晶
分子の配向制御を相互に独立して行えるようにしている。前記第１領域に設けられた電極
の間隔は互いに等しく、前記第２領域に設けられた電極の間隔は互いに等しい。しかし、
前記第１領域での電極の間隔と前記第２領域での電極の間隔は互いに異なっている（請求
項１、４、６、段落０００７～０００８、００９４～００９５、図５～６を参照）。
【０００８】
　特許文献３（特開２００３－２４１２１４号公報）には、一定の電圧を供給すると、各
色表示で最大輝度を得ると共に、色度の偏移がない横電界方式の液晶表示装置が開示され
ている。この液晶表示装置では、液晶駆動部である画素電極と共通電極の間隔（電極間隔
）が赤色、緑色および青色の画素（以下、補助画素という）に対して各色表示の電圧－透
過率特性の最大輝度電圧が一致するよう、個別に最適化されている。このように画素電極
と共通電極の間隔を個別に最適化することにより、色度は設計値から偏移してしまうが、
そのような色度の偏移（色ズレ）を防止するために、カラーフィルタを構成する複数の色
層の厚みを相互に変えて、色度を合わせている。
【０００９】
　具体的に言えば、前記カラーフィルタの青色層に対応する画素電極および対向電極の間
隔を、同カラーフィルタの赤色層に対応する画素電極と対向電極の間隔よりも大きくし、
同カラーフィルタの緑色層に対応する画素電極と対向電極の間隔を、同カラーフィルタの
赤色層に対応する画素電極と対向電極の間隔よりも小さくしている。このような電極間隔
の関係は、同カラーフィルタの各色層に対応する画素電極の幅を変えることで実現してい
る。また、これと同時に、同カラーフィルタの青色層の厚みをその赤色層の厚みよりも大
きくし、同カラーフィルタの緑色層の厚みをその赤色層の厚みよりも小さくすることによ
り、色度の設計値からの偏移（色ズレ）を防止する（請求項１、段落０００６～０００７
、００１４～００１５、図１～図３、要約を参照）。
【特許文献１】特開２００２－１５６６４３号公報
【特許文献２】特開２００６－２５９５０１号公報
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【特許文献３】特開２００３－２４１２１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述したように、一般に所望の色合わせを実現する方法として、液晶表示装置の一方の
基板（通常はカラーフィルタ基板）上に、一つの単位画素を構成する複数原色の補助画素
の各々に対応して設けられた、カラーフィルタを構成する色層（例えば赤色層、緑色層お
よび青色層）の厚さを変えて調整する場合が多い。しかし、赤色層と緑色層と青色層の厚
さが異なった場合、それらの色層に対応する箇所（すなわち赤色用補助画素と緑色用補助
画素と青色用補助画素）において液晶に印加される電圧に対する液晶回転量が、その厚さ
の差異に応じて異なるため、これら補助画素の間で中間階調表示時の液晶印加電圧－透過
率特性にズレが発生する。その結果、全白表示時の白色度と中間階調表示時の白色度に隔
たりが生じてしまうという問題が生じる。これは、特許文献１に開示された上記数式に示
されるように、液晶印加電圧－透過率特性がセルギャップｄに応じて変動することが要因
であり、一定の電極間隔で構成された単位画素において補助画素毎にセルギャップが異な
る場合は、液晶印加電圧－透過率特性が一致しないことから発生する。
【００１１】
　カラーフィルタを構成する赤色層、緑色層および青色層の厚さを相互に変えた構成は、
特許文献３の従来の液晶表示装置に開示されている。しかし、その目的は、画素電極と共
通電極の間隔を変えて赤色層、緑色層および青色層に対応する箇所において液晶印加電圧
－透過率特性の最大輝度電圧を一致させた際に、色度の偏移が生じないようにする点にあ
る。特許文献３の従来の液晶表示装置では、色層の厚さを変更したことによる液晶印加電
圧－透過率特性の変動は考慮しておらず、全白表示時の最大輝度と白色度のみ考慮し、中
間階調段階での色度については設定されていないため、中間階調表示時の色度および白色
度に隔たりが生じてしまうという上記問題については、なんら考慮されていない。
【００１２】
　また、特許文献３の従来の液晶表示装置では、画素電極と共通電極の間隔に関する上記
関係を、赤色層、緑色層および青色層に対向する箇所にある画素電極の幅を変えることで
実現しているので、必然として画素電極と対向電極の幅が不均一になる。このため、液晶
に矩形波電圧を印加してこれを駆動する液晶表示装置では、正電圧印加時と負電圧印加時
に不均一な電界が生じやすく、長時間駆動時の表示劣化を招きやすい。
【００１３】
　本発明は、上記従来技術の問題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは
、所望の色合わせを実現しながら、中間階調も含む全階調において色ズレの発生を最小限
に抑えることができ、しかも従来の製造工程を用いて容易に製造することができる横電界
方式の液晶表示装置を提供することにある。
【００１４】
　ここに明記しない本発明の他の目的は、以下の説明及び添付図面から明らかである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　（１）　本発明の横電界方式の液晶表示装置は、
　対向して配置された第１および第２の基板と、当該第１および第２の基板の間に挟持さ
れた液晶層と、当該液晶層に駆動電圧を印加するために前記第１基板上にマトリックス状
に配置された複数対の第１液晶駆動電極および第２液晶駆動電極を有する液晶駆動部と、
当該液晶駆動部に対向して前記第２基板の内面に形成された、複数の異なる厚さの原色層
の補助画素を組み合わせてなるカラーフィルタとを備えた横電界方式の液晶表示装置であ
って、
　前記補助画素と前記第１基板とのセルギャップと、対応して配置された前記第１液晶駆
動電極と前記第２液晶駆動電極との電極間隔が、前記セルギャップと前記電極間隔との比
が前記補助画素の各々において一定となるように設定されていることを特徴とするもので
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ある。
【００１６】
　すなわち、当初段階での色度合わせのために、前記カラーフィルタの前記補助画素の各
原色層の厚さが互いに異なっており、結果として、その厚さの差異に対応して、前記補助
画素の各々とそれに対向する前記第１基板との間隔（すなわちセルギャップ）が互いに異
なっている。一方、前記第１基板上に配置された、液晶分子駆動のための液晶駆動部であ
る複数対の前記第１液晶駆動電極（画素電極）および前記第２液晶駆動電極（共通電極）
の電極間隔は、前記セルギャップと前記電極間隔との比が前記補助画素の各々において一
定となるように設定されている。
【００１７】
　したがって、本発明の横電界方式の液晶表示装置では、単位画素を構成する複数の前記
補助画素の各原色層の厚さを、所望の色合わせが得られるように適宜調整することが可能
であり、それら原色層の厚さに対応して液晶印加電圧－透過率特性を合わせることにより
、中間階調での所望の色合わせを容易に実現することができる。
【００１８】
　また、前記補助画素の前記原色層の厚さの差異に対応して前記補助画素のセルギャップ
が互いに異なっているため、前記補助画素に対応する箇所において前記液晶層に印加され
る電圧が異なり、そのままでは前記補助画素間で（つまり前記原色層間で）前記液晶印加
電圧－透過率特性にズレ（つまり色ズレ）が発生することになる。しかし、本発明の液晶
表示装置では、前記補助画素の各々に対応して配置された前記第１液晶駆動電極と前記第
２液晶駆動電極の間の前記電極間隔を、当該電極間隔と前記セルギャップとの比が一定と
なるように設定しているため、前記補助画素毎に前記セルギャップが相違しても、それら
補助画素（色層）での階調特性を同一に設定することができる。よって、中間階調も含む
全階調において色ズレの発生を最小限に抑えることができる。
【００１９】
　さらに、色合わせは、前記原色層に使用する顔料の厚さを調整することで可能である。
例えば、より青い白色を所望する際には、青色層をより厚く形成すればよい。この場合、
青色層に対応する前記セルギャップは、それだけ狭くなるが、青色層に対応して配置され
た前記第１液晶駆動電極と前記第２液晶駆動電極の間の前記電極間隔を、当該セルギャッ
プに対応して適切に（つまり当該セルギャップと前記電極間隔との比が一定となるように
）設定するだけで、当該セルギャップの減少に対処することができる。したがって、予め
この点をマスク設計時に考慮すれば、従来の製造工程を変えることなく、本発明の横電界
方式の液晶表示装置を製造することができる。
【００２０】
　したがって、所望の色合わせを実現しながら、中間階調も含む全階調において色ズレの
発生を最小限に抑えることができると共に、従来の製造工程を用いて容易に製造すること
ができる。
【００２１】
　（２）　本発明の液晶表示装置の好ましい例では、前記第１液晶駆動電極が少なくとも
一つの櫛歯状部を有すると共に、前記第２液晶駆動電極が少なくとも一つの櫛歯状部を有
し、前記１液晶駆動電極と前記第２液晶駆動電極とが同じ幅を有する。この例では、矩形
波電圧を印加して前記液晶層を駆動する際に、正電圧印加時と負電圧印加時の電界に対称
性が得られる。
【００２２】
　（３）　本発明の液晶表示装置の他の好ましい例では、前記第１液晶駆動電極が少なく
とも一つの櫛歯状部を有すると共に、前記第２液晶駆動電極が少なくとも一つの櫛歯状部
を有し、前記電極間隔が、前記１液晶駆動電極の少なくとも一つの櫛歯状部と前記第２液
晶駆動電極の少なくとも一つの櫛歯状部との間の間隔とされる。
【発明の効果】
【００２３】
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　本発明の横電界方式の液晶表示装置では、（ａ）所望の色合わせを実現しながら、中間
階調も含む全階調において色ズレの発生を最小限に抑えることができる、（ｂ）従来の製
造工程を用いて容易に製造することができる、という効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の好適な実施の形態について、添付図面を参照しながら説明する。
【００２５】
　（液晶表示装置の構成）
　図１は、本発明の一実施形態による横電界方式のアクティブマトリックス型液晶表示装
置１の単位画素の構成を示す部分断面図であり、その単位画素に属する赤色、緑色および
青色の三原色の色層と、画素電極および共通電極との寸法関係および位置関係が示されて
いる。図２は、図１に示した液晶表示装置１のＴＦＴ基板の部分平面図であり、その単位
画素を構成する三つの補助画素のうちの一つの構成を示している。図３（Ａ）は、図２の
Ａ－Ａ’線に沿った部分断面図であり、図３（Ｂ）は、図２のＢ－Ｂ’線に沿った部分断
面図である。
【００２６】
　本実施形態の液晶表示装置１は、図１に示すように、複数の薄膜トランジスタ（Thin-F
ilm Transistor,ＴＦＴ）がマトリックス状に配置されたＴＦＴ基板２（第１基板）と、
所定間隔をあけてＴＦＴ基板２に対向して配置された、カラーフィルタ（ＣＦ）を有する
ＣＦ基板３（第２基板）と、ＴＦＴ基板２およびＣＦ基板３の間に挟まれた液晶層４とを
備えている。
【００２７】
　この液晶表示装置１は、マトリックス状に配置された複数の単位画素３０（これらの平
面形状は矩形である）を備えており、これら単位画素３０の各々が、一方向（図１では横
方向）に並列して形成された三つの補助画素、すなわち、赤色用補助画素３０ａと緑色用
補助画素３０ｂと青色用補助画素３０ｃとから構成されている。赤色用補助画素３０ａと
緑色用補助画素３０ｂと青色用補助画素３０ｃの平面形状は任意であるが、ここでは矩形
とされている（図２を参照）。これら補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの配列も任意
であり、モザイク状、ストライプ状、デルタ状等のいずれであってもよい。
【００２８】
　ＴＦＴ基板２は、ガラス基板１１と、ガラス基板１１上に形成された複数の共通電極８
（第２液晶駆動電極）および複数のゲート線１２と、これら共通電極８およびゲート線１
２を覆うようにガラス基板１１の全面に形成された第１絶縁膜１３と、第１絶縁膜１３上
に形成された複数の画素電極７（第１液晶駆動電極）および複数のドレイン線１８とを備
えている。第１絶縁膜１３としては、例えば窒化シリコン（ＳｉＮx）膜が使用可能であ
る。
【００２９】
　ゲート線１２は、図２の横方向（左右方向）に延在していると共に、図２の縦方向（上
下方向）に所定間隔で配置されている。ドレイン線１８は、図２の縦方向に延在している
と共に、図２の横方向に所定間隔で配置されていて、ゲート線１２に直交している。この
ように直交せしめられたゲート線１２とドレイン線１８によって、ＴＦＴ基板２上（およ
びＣＦ基板３上）に複数の矩形領域が画定される。それら矩形領域の各々が、この液晶表
示装置１の一つの補助画素に対応する。
【００３０】
　液晶表示装置１の単位画素３０は、図１に示すように、一方向に並列された赤色用補助
画素３０ａと緑色用補助画素３０ｂと青色用補助画素３０ｃとから構成されている。図２
には緑色用補助画素３０ｂのみが示してある。これは、後述するように、画素電極７と共
通電極８の電極間隔が異なることを除いて、これら三つの補助画素３０ａ、３０ｂおよび
３０ｃの構成は同一であるからである。したがって、図示されてはいないが、図２の緑色
用補助画素３０ｂの左側には赤色用補助画素３０ａが配置され、緑色用補助画素３０ｂの
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右側には青色用補助画素３０ｃが配置されている。さらに、図示されてはいないが、図２
の緑色用補助画素３０ｂの上側および下側にもそれぞれ所定色用の補助画素が配置されて
いることは、言うまでもない。
【００３１】
　図２の緑色用補助画素３０ｂは、隣接する２本のゲート線１２と隣接する２本のドレイ
ン線１８とによって画定されており、図２の左側にあるゲート線１２とその下側にあるド
レイン線１８との交差部の近傍の所定位置（図２では左下の位置）に、当該緑色用補助画
素３０ｂに属するＴＦＴ用の半導体アイランド部１７が形成されている。半導体アイラン
ド部１７は、図３（Ｂ）に示すように、第１絶縁膜１３上にアイランド状に形成されたｉ
型アモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）膜１５と、ａ－Ｓｉ膜１５上にアイランド状に形成
されたｎ+型ａ－Ｓｉ膜１６とから構成されており、二層構造を有している。ｎ+型ａ－Ｓ
ｉ膜１６は、後述するソース電極２０ｂとドレイン電極２０ａとのオーミックコンタクト
を実現するために設けられたものであり、ソース電極２０ｂとドレイン電極２０ａに対応
して二つの領域に分割されている。
【００３２】
　半導体アイランド部１７は、対応するゲート線１２と重なる位置にある。当該ゲート線
１２の半導体アイランド部１７と重なっている部分は、当該緑色用補助画素３０ｂのＴＦ
Ｔ用のゲート電極１２ａとして機能する。第１絶縁膜１３の半導体アイランド部１７と重
なっている部分は、当該ＴＦＴ用のゲート絶縁膜として機能する。
【００３３】
　図１と図２と図３（Ａ）に明瞭に示すように、当該緑色用補助画素３０ｂに配置された
画素電極７は、ドレイン線１８に沿って（図２の縦方向に）延在する２本の櫛歯状部分を
有しており、当該補助画素３０ｂに配置された共通電極８は、ドレイン線１８に沿って延
在する３本の櫛歯状部分を有している。画素電極７の２本の櫛歯状部分と共通電極８の３
本の櫛歯状部分は、当該緑色用補助画素３０ｂの内部において、ゲート線１２に沿って（
図２の横方向に）所定間隔で交互に配置されている。画素電極７の一端は、当該補助画素
３０ｂのＴＦＴ用のソース電極２０ｂと一体的に形成されていて、当該ソース電極２０ｂ
に電気的に接続されている。当該ＴＦＴ用のドレイン電極２０ａは、当該緑色用補助画素
３０ｂに対応するドレイン線１８（図２では左側にある）と一体的に形成されていて、当
該ドレイン線１８に電気的に接続されている。ソース電極２０ｂとドレイン電極２０ａは
、図３（Ｂ）に示すように、ｎ+型ａ－Ｓｉ膜１６の二つの領域にそれぞれ接触せしめら
れていて、それら二つの領域を介して半導体アイランド部１７に電気的に接続されている
。
【００３４】
　当該緑色用補助画素３０ｂの共通電極８は、当該単位画素３０を構成する赤色用補助画
素３０ａと青色用補助画素３０ｃの内部にそれぞれ設けられた共通電極８に対して、電気
的に相互接続されている。また、当該単位画素３０を構成する三つの補助画素３０ａ、３
０ｂおよび３０ｃの内部にそれぞれ設けられた共通電極８は、当該単位画素３０以外の他
の単位画素３０にそれぞれ設けられた共通電極８に対しても、電気的に相互接続されてい
る。
【００３５】
　ＣＦ基板３は、ＴＦＴ基板２の対向基板となるものであり、図１に示すように、ガラス
基板１０と、ガラス基板１０上に所定のパターン（平面形状）でそれぞれ形成された複数
の赤色層５ａ、複数の緑色層５ｂおよび複数の青色層５ｃと、ガラス基板１０上の赤色層
５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃ以外の箇所に形成された遮光用のブラックマトリック
ス層９とを備えている。赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃは、カラーフィルタ（
ＣＦ）を構成する。赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃの平面形状は、それぞれ、
単位画素３０を構成する赤色用補助画素３０ａ、緑色用補助画素３０ｂおよび青色用補助
画素３０ｃの平面形状とほぼ同一とされている。
【００３６】
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　赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃは、単位画素３０を構成する赤色用補助画素
３０ａと緑色用補助画素３０ｂと青色用補助画素３０ｃの内部にそれぞれ配置されている
。換言すれば、複数の赤色層５ａは、複数の赤色用補助画素３０ａの内部にそれぞれ配置
され、複数の緑色層５ｂは、複数の緑色用補助画素３０ｂの内部にそれぞれ配置され、複
数の青色層５ｃは、複数の青色用補助画素３０ｃの内部にそれぞれ配置されている。ここ
では、赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃを覆うオーバーコート層は存在せず、赤
色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃは液晶層４の内部に露出している。
【００３７】
　ＴＦＴ基板２とＣＦ基板３との間には、多数の球状あるいは柱状のスペーサ（図示せず
）が分散配置されていて、それによって所望の隙間が設けられている。液晶層４は、ＴＦ
Ｔ基板２とＣＦ基板３との間にこうして設けられた隙間内に形成されている。ＴＦＴ基板
２とＣＦ基板３は、この状態で相互に接合・一体化されており、液晶層４は両基板２およ
び３によって挟持されている。
【００３８】
　ＴＦＴ基板２とＣＦ基板３の外側には、一対の偏光板（図示せず）がそれぞれ設けられ
ている。
【００３９】
　本実施形態の液晶表示装置１では、赤色層５ａと緑色層５ｂと青色層５ｃの厚さは同一
ではなく、所望の色度を得る（色合わせをする）ために個別に最適値に設定されている。
ここでは、図１に示すように、赤色層５ａの厚さが最小、青色層５ｃの厚さが最大とされ
、緑色層５ｂの厚さがそれらの中間に設定されている。つまり、赤色層５ａの厚さをｔ１
、緑色層５ｂの厚さをｔ２、青色層５ｃの厚さをｔ３とすると、それらはｔ１＜ｔ２＜ｔ
３という関係を持っている。その結果、液晶層４の内部では、赤色用補助画素３０ａにお
けるセルギャップ（すなわち赤色層５ａに対応するセルギャップ）ｄ１が、緑色用補助画
素３０ｂにおけるセルギャップ（すなわち緑色層５ｂに対応するセルギャップ）ｄ２より
も大きく、青色用補助画素３０ｃにおけるセルギャップ（すなわち青色層５ｃに対応する
セルギャップ）ｄ３が、緑色用補助画素３０ｂにおけるセルギャップｄ２よりも小さくな
っている。すなわち、セルギャップｄ１とｄ２とｄ３の間には、ｄ１＞ｄ２＞ｄ３という
関係が成立している。
【００４０】
　赤色用補助画素３０ａのセルギャップｄ１は、図１に明瞭に示すように、ＴＦＴ基板２
の内表面から、ＣＦ基板３上にある対応する赤色層５ａの表面までの距離をいう。緑色用
補助画素３０ｂのセルギャップｄ２、青色用補助画素３０ｃのセルギャップｄ３について
も同様である。
【００４１】
　このように、赤色用補助画素３０ａと緑色用補助画素３０ｂと青色用補助画素３０ｃの
セルギャップの大きさが異なっていると、これら三色の補助画素３０ａ、３０ｂおよび３
０ｃ内で画素電極７と共通電極８を介して液晶分子に印加される電圧（液晶駆動電圧）が
互いに異なるため、各補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの内部で液晶分子の電圧－透
過率特性にズレが発生する。その結果、全白表示時（白電圧印加時）の白色度と中間階調
表示時の白色度に隔たりが生じてしまう。
【００４２】
　このような全白表示時の白色度および白色度ばかりでなく、中間階調表示時の色度およ
び白色度の間の隔たりを防止するため、本実施形態の液晶表示装置１では、赤色用補助画
素３０ａ内の画素電極７と共通電極８の間の電極間隔Ｌ１（これは画素電極７の櫛歯状部
分と共通電極８の櫛歯状部分との間隔に等しい）と、緑色用補助画素３０ｂ内の画素電極
７と共通電極８の間の電極間隔Ｌ２と、青色用補助画素３０ｃ内の画素電極７と共通電極
８の間の電極間隔Ｌ３とが、それらのセルギャップｄ１、ｄ２およびｄ３に応じて最適な
値にそれぞれ設定されている。
【００４３】
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　具体的に言えば、赤色用補助画素３０ａの電極間隔Ｌ１は、そのセルギャップｄ１が緑
色用補助画素３０ｂのセルギャップｄ２より少し大きいことから、緑色用補助画素３０ｂ
の電極間隔Ｌ２よりも少し大きくしている。また、青色用補助画素３０ｃの電極間隔Ｌ３
は、そのセルギャップｄ３が緑色用補助画素３０ｂのセルギャップｄ２より少し小さいこ
とから、緑色用補助画素３０ｂの電極間隔Ｌ２よりも少し小さくしている。そして、各補
助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの電極間隔Ｌ１、Ｌ２およびＬ３とセルギャップｄ１
、ｄ２およびｄ３の各々の比（Ｌ１／ｄ１）、（Ｌ２／ｄ２）および（Ｌ３／ｄ３）が、
相互に等しくなるように、つまり、（Ｌ１／ｄ１）＝（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ３）が
成り立つように調整している。
【００４４】
　これを一般化すると、単位画素３０を構成する複数色の補助画素の各々において、画素
電極７と共通電極８の間の電極間隔Ｌとセルギャップｄとの比（Ｌ／ｄ）が、（Ｌ／ｄ）
＝一定となるように、電極間隔Ｌとセルギャップｄの値をそれぞれ選定すればよいことに
なる。
【００４５】
　図１に示すように、赤色用補助画素３０ａ内の画素電極７の幅（ここでは画素電極７の
各櫛歯状部分の幅）と共通電極８の幅（ここでは共通電極８の各櫛歯状部分の幅）は、そ
れぞれ、Ｗ１ｐおよびＷ１ｃである。同様に、緑色用補助画素３０ｂ内の画素電極７と共
通電極８の幅は、それぞれ、Ｗ２ｐおよびＷ２ｃであり、青色用補助画素３０ｃ内の画素
電極７と共通電極８の幅は、それぞれ、Ｗ３ｐおよびＷ３ｃである。各補助画素３０ａ、
３０ｂおよび３０ｃの内部にある三つの画素電極７（それらの各櫛歯状部分）は、すべて
同じ幅を有するから、Ｗ１ｐ＝Ｗ２ｐ＝Ｗ３ｐが成り立つ。また、三つの共通電極８（そ
れらの各櫛歯状部分）も、すべて同じ幅を有しているので、Ｗ１ｃ＝Ｗ２ｃ＝Ｗ３ｃが成
り立つ。
【００４６】
　このため、赤色用補助画素３０ａでは、その電極間隔Ｌ１を緑色用補助画素３０ｂの電
極間隔Ｌ２より少し大きくしているので、赤色用補助画素３０ａ内の共通電極８の両端に
ある二つの櫛歯状部分と、それらに隣接する二つのドレイン線１８との距離Ｌ５は、緑色
用補助画素３０ｂでの同様の距離Ｌ６よりも少し小さくなっている。これに対し、青色用
補助画素３０ｃでは、その電極間隔Ｌ３を緑色用補助画素３０ｂの電極間隔Ｌ２より少し
小さくしているので、青色用補助画素３０ｃ内の共通電極８の両端にある二つの櫛歯状部
分と、それらに隣接する二つのドレイン線１８との距離Ｌ７は、緑色用補助画素３０ｂで
の同様の距離Ｌ６よりも少し大きくなっている。つまり、Ｌ５＜Ｌ６＜Ｌ７である。
【００４７】
　赤色用補助画素３０ａと緑色用補助画素３０ｂと青色用補助画素３０ｃの電極間隔とセ
ルギャップの比（Ｌ１／ｄ１）、（Ｌ２／ｄ２）および（Ｌ３／ｄ３）を、（Ｌ１／ｄ１
）＝（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ３）という関係式を満たすように設定することにより、
全白表示時の白色度と中間階調表示時の白色度に隔たりが生じなくなる理由は、次のとお
りである。
【００４８】
　一般に、横電界方式の液晶表示装置において、各単位画素における液晶の閾値電圧Ｖｃ
は、その電極間隔Ｌとセルギャップｄを用いて、以下の数式（１）で与えられる。
【００４９】
　　　　　　　　　Ｖｃ＝（πＬ／ｄ）×（Ｋ２／ε０×Δε）1/2　　　　（１）
　ただし、Ｋ２は液晶のツイスト弾性定数、ε０は真空誘電率、Δεは液晶の長軸方向お
よび短軸方向の誘電率差である。
【００５０】
　数式（１）を、単位画素３０を構成する三色の補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃに
適用すると、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃにおける電極間隔とセルギャップの比
が互いに等しくなるように、換言すれば、（Ｌ１／ｄ１）＝（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ
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３）という関係式が成り立つように、各補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの電極間隔
とセルギャップの値を設定すれば、液晶の閾値電圧Ｖｃが一致することが分かる。したが
って、各補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの電極間隔とセルギャップの値がこの関係
式を満足していれば、色ズレは生じず、それら補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃにお
いて液晶層４の電圧－透過率特性が一致する。
【００５１】
　図４は、横電界方式の液晶表示装置における液晶層の駆動電圧と透過率の関係（電圧－
透過率特性）のセルギャップ依存性の一例を示すグラフである。
【００５２】
　カラーフィルタを構成する複数の原色層間に厚みの差がある場合に、対応する補助画素
間の液晶印加電圧－透過率特性のズレをなくすためには、液晶駆動電圧Ｖｄを原色層毎に
設定すればよい。しかし、実際には、１系統の階調電源ＩＣからの出力が液晶駆動電圧Ｖ
ｄとして使用されるから、補助画素毎に液晶印加電圧－透過率特性を変えようとすると、
階調電源ＩＣの開発等が必要となり、現実的でない。
【００５３】
　これに対して、本実施形態の液晶表示装置１では、色合わせに起因して赤色層５ａと緑
色層５ｂと青色層５ｃの厚さｔ１、ｔ２およびｔ３がｔ１＜ｔ２＜ｔ３であり、結果とし
て、各補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃにおけるセルギャップｄ１、ｄ２およびｄ３
が相違しているが、それに応じて画素電極７と共通電極８の電極間隔Ｌ１、Ｌ２およびＬ
３が（Ｌ１／ｄ１）＝（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ３）となるように調整されているので
、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃにおいて液晶印加電圧－透過率特性が一致する。
このため、全白表示時の白色度と中間階調表示時の白色度に隔たりが生じないのである。
【００５４】
　例えば、色合わせのため、青色層５ｃの厚さｔ３が緑色層５ｂの厚さｔ２よりも大きく
なり、青色層５ｃに対応するセルギャップｄ３が緑色層５ｂに対応するセルギャップｄ２
よりも小さくなっている場合、それに応じて、青色層５ｃに対応する電極間隔Ｌ３を小さ
くして、（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ３）となるようにすれば、青色層５ｃと緑色層５ｂ
に対応する補助画素３０ｂと３０ｃの液晶印加電圧－透過率特性にズレが生じない。
【００５５】
　この液晶表示装置１は、ノーマリーブラック・モードで動作し、画素電極７と共通電極
８の間に電位差がない（Ｖｄ＝０）時には、画面全体が黒表示となる。他方、画素電極７
と共通電極８の間に印加される駆動電圧Ｖｄが最大駆動電圧（白電圧、Ｖｄｍ）に等しく
なると、画面全体が白表示となる。また、画素電極７と共通電極８の間に印加される駆動
電圧Ｖｄが、閾値電圧Ｖｃと最大駆動電圧Ｖｄｍの間にある時は、その電圧値に応じた階
調で画像が表示される。
【００５６】
　（液晶表示装置の製造方法）
　次に、以上の構成を持つ本実施形態の液晶表示装置１の製造方法について、簡単に説明
する。
【００５７】
　ＴＦＴ基板２は次のようにして製造される。
【００５８】
　まず、スパッタ法により、ガラス基板１１上にクロム（Ｃｒ）膜（図示せず）を形成す
る。その後、そのＣｒ膜に選択的エッチング処理を施すことにより、複数のゲート線１２
をガラス基板１１上に形成する。また、ガラス基板１１上に透明導電膜であるＩＴＯ（In
dium Tin Oxide）膜を形成し、これに対して選択的エッチング処理を施すことにより、複
数の共通電極８をガラス基板１１上に形成する。その後、共通電極８とゲート線１２が形
成されたガラス基板１１上に、ＣＶＤ（Chemical Vapor Deposition）法により、第１絶
縁膜１３としてのＳｉＮx膜を形成する。
【００５９】
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　次に、図３（Ｂ）に示すように、第１絶縁膜１３上にｉ型ａ－Ｓｉ膜１５およびｎ+型
ａ－Ｓｉ膜１６をこの順に形成し、これらに対して選択的エッチング処理を施して、ゲー
ト線１２の所定位置にＴＦＴ用の半導体アイランド部１７を形成する。
【００６０】
　その後、第１絶縁膜１３上に、スパッタ法により、半導体アイランド部１７を覆うよう
にＣｒ膜を形成した後、そのＣｒ膜に対して選択的エッチング処理を施すことにより、ド
レイン線１８と、ＴＦＴのソース電極２０ａおよびドレイン電極２０ｂを形成する。この
時、単位画素３０を構成する三色の補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの液晶駆動部の
電極間隔Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は、（Ｌ１／ｄ１）＝（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ３）＝
一定という関係式を満たすように、セルギャップｄ１、ｄ２およびｄ３に応じて設定する
。補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの画素電極７の幅Ｗ１ｐ、Ｗ２ｐおよびＷ３ｐは
、互いに等しくする。共通電極８の幅Ｗ１ｃ、Ｗ２ｃおよびＷ３ｃも、互いに等しくする
。この構造は、変更する電極間隔分を画素電極７と共通電極８に対して均等に割り振るこ
とにより、容易に実現可能である。
【００６１】
　引き続いて、ソース電極２０ａおよびドレイン電極２０ｂをマスクとして、半導体アイ
ランド部１７のｎ+型ａ－Ｓｉ膜１６をエッチング処理によって選択的に除去し、図３（
Ｂ）に示すように、二つの領域に分割する。こうしてＴＦＴが完成する。
【００６２】
　その後、第１絶縁膜１３上にＣＶＤ法によってＩＴＯ膜を形成し、これに対して選択的
エッチング処理を施すことにより、複数の画素電極７を形成する。そして、画素電極７、
ドレイン線１８、ソース電極２０ａおよびドレイン電極２０ｂを覆うように、第２絶縁膜
２１としてのＳｉＮx膜を形成する。こうしてＴＦＴ基板２が完成する。
【００６３】
　ＣＦ基板３は、次のようにして製造される。
【００６４】
　まず、ガラス基板１０上に、スピンコート法やスリットコート法により、金属膜（例え
ばＣｒ膜）を形成し、これに選択的エッチング処理を施してブラックマトリックス層９を
形成する。次いで、ブラックマトリックス層９が形成されたガラス基板１０上に、着色樹
脂の成膜とその選択的エッチング処理を３回繰り返すことにより、赤色層５ａ、緑色層５
ｂおよび青色層５ｃを所定パターンで形成し、カラーフィルタとする。この際に、赤色層
５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃ毎に任意の色度が得られるように、色層の厚さを成膜
時の顔料塗布量にて調整し、それらの厚さｔ１、ｔ２およびｔ３をｔ１＜ｔ２＜ｔ３とな
るように形成する。こうしてＣＦ基板３が完成する。
【００６５】
　その後、ＴＦＴ基板２とＣＦ基板３をそれらの間に球状あるいは柱状スペーサを介在さ
せて対向配置し、両基板２および３の間の隙間に液晶を封入して液晶層４とする。このよ
うにして、本実施形態の液晶表示装置１が製造される。
【００６６】
　（確認試験）
　本実施形態の液晶表示装置１における効果を、特許文献３に開示された従来の液晶表示
装置１００と比較して確認した。
【００６７】
　比較対象として使用した従来の液晶表示装置１００の構成を図５に示す。図５では、図
１の構成と共通する要素には図１と同一の符号が付してあり、それら同一要素については
説明を省略する。
【００６８】
　図５の従来の液晶表示装置１００では、ＣＦ基板３上にあるカラーフィルタを構成する
赤色層５ａと緑色層５ｂと青色層５ｃの厚さｔ１、ｔ２およびｔ３は、ｔ１＜ｔ２＜ｔ３
の関係を満たしており、この点は本実施形態の液晶表示装置１の場合と同様である。また
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、赤色用補助画素３０ａのセルギャップｄ１、緑色用補助画素３０ｂのセルギャップｄ２
および青色用補助画素３０ｃのセルギャップｄ３は、ｔ１＜ｔ２＜ｔ３の関係に応じてｄ
１＞ｄ２＞ｄ３の関係を満たしており、この点も本実施形態の液晶表示装置１の場合と同
様である。
【００６９】
　ＴＦＴ基板１０１上の画素電極１０２および共通電極１０３間の電極間隔は、各補助画
素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃにおいて、いずれもＬ４とされており、同一である。また
、画素電極１０２の幅はいずれもＷ４ｐ、共通電極１０３の幅はいずれもＷ４ｃであり、
同一である。したがって、セルギャップと電極間隔の比は、（Ｌ４／ｄ１）＜（Ｌ４／ｄ
２）＜（Ｌ４／ｄ３）の関係を持っており、本実施形態の液晶表示装置１とは異なってい
る。
【００７０】
　図６（Ａ）は、従来の液晶表示装置１００における白色（Ｗ）、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ
）および青色（Ｂ）の相対輝度と階調との関係と、γ特性とを示したものである。図６（
Ｂ）は、本実施形態の液晶表示装置１におけるＷ、Ｒ、ＧおよびＢの相対輝度と階調との
関係と、γ特性とを示したものである。
【００７１】
　従来の液晶表示装置１００では、各階調においてかなりの色ズレが観察された。図６（
Ａ）から分かるように、三つの補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃ間で輝度特性にかな
りのズレが生じており、白色、赤色、緑色および青色のいずれの輝度特性についても、γ
＝２．２とした場合の理想とする輝度特性からかなり大きくずれている。
【００７２】
　これに対し、本実施形態の液晶表示装置１では、各階調において色ズレがほとんど観察
されなかった。図６（Ｂ）に示すように、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃ間で輝度
特性にほとんどズレが生じていないと共に、白色、赤色、緑色および青色のいずれの輝度
特性についても、γ＝２．２とした場合の理想とする輝度特性にほぼ合致している。
【００７３】
　このように、本実施形態の液晶表示装置１では、選択された階調全てにおいて色ズレの
発生が最小限に抑制されることが確認できた。
【００７４】
　以上説明したように、本実施形態の液晶表示装置１では、単位画素３０を構成する補助
画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの各々に属する赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５
ｃの厚さを、所望の色合わせが得られるように適宜調整することが可能である。したがっ
て、所望の色合わせを容易に実現することができる。
【００７５】
　また、ＣＦ基板３上の赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃの厚さの差異に対応し
て補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの内部でのセルギャップが互いに異なっているた
め、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの内部で液晶層４に印加される電圧が異なり、
そのままでは補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの間で液晶層４の電圧－透過率特性に
ズレが発生することになる。しかし、本実施形態の液晶表示装置１では、補助画素３０ａ
、３０ｂおよび３０ｃの内部にそれぞれ配置された一対の画素電極７と共通電極８の間の
電極間隔が、互いに異なっているだけでなく、前記セルギャップと前記電極間隔が、補助
画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの各々における前記電極間隔と前記セルギャップとの比
が一定（すなわち（Ｌ１／ｄ１）＝（Ｌ２／ｄ２）＝（Ｌ３／ｄ３）＝一定）となるよう
に設定されているため、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃ毎に前記セルギャップが相
違しても、それら補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃ（赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび
青色層５ｃ）での液晶印加電圧－透過率特性、つまり階調特性を同一に設定することがで
きる。
【００７６】
　さらに、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの内部にそれぞれ配置された赤色層５ａ
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、緑色層５ｂおよび青色層５ｃの厚さを、所望の色合わせが得られるように互いに異なら
せると共に、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの各々に配置された一対の画素電極７
と共通電極８の間の電極間隔を、対応する色層（赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５
ｃ）の厚さに応じて決定される前記セルギャップに対応して個別に選定するだけでよいか
ら、従来の製造工程を変えることなく製造することができる。
【００７７】
　よって、所望の色合わせを実現しながら、中間階調も含む全階調において色ズレの発生
を最小限に抑えることができると共に、従来の製造工程を用いて容易に製造することがで
きる。
【００７８】
　また、液晶表示装置１では、補助画素３０ａ、３０ｂおよび３０ｃの階調特性が赤色層
５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃの厚さの差異の影響を受けないことから、赤色層５ａ
、緑色層５ｂおよび青色層５ｃに起因する段差の平坦化を目的としたオーバーコート層を
ＣＦ基板３に形成することが不要である。このため、それだけ構成の簡素化を図れるとと
もに、製造工程を簡略化できる。さらに、赤色層５ａ、緑色層５ｂおよび青色層５ｃの段
差に対する制約がなくなるから、色味調整の制限をなくすこともできる。
【００７９】
　（他の実施形態）
　なお、上記実施形態は、本発明の好適な例を示すものである。本発明は上記実施形態に
限定されず、種々の変形が可能なことは言うまでもない。
【００８０】
　例えば、特許文献３に開示されているように、赤色用補助画素３０ａ、緑色用補助画素
３０ｂおよび青色用補助画素３０ｃの内部にある画素電極７（それらの各櫛歯状部分）の
幅Ｗ１ｐ、Ｗ２ｐおよびＷ３ｐを、電極間隔Ｌ１、Ｌ２およびＬ３の大小関係に応じて異
ならせてもよい。この場合、画素電極７（それらの各櫛歯状部分）の配置位置は、電極間
隔Ｌ１、Ｌ２およびＬ３を等しくした場合（図５を参照）と同一にすればよい。共通電極
８についても同様である。
【００８１】
　また、ＴＦＴ基板２の構成は、上記実施形態で使用されたものに限定されず、これとは
異なる任意の構成のＴＦＴ基板を用いてもよい。
【００８２】
　上記実施形態では、画素電極７が第１絶縁膜１３上に配置され、共通電極８がガラス基
板１１上に配置されていて、両者が異なる層に位置しているが、本発明はこれに限定され
ない。画素電極７と共通電極８が同じ層に配置されていてもよい。画素電極７や共通電極
８等の各種配線材料にも制限はなく、種々の配線材料を用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の単位画素の構成を示す部分断面図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の単位画素を構成する三つの補助画素の
うちの一つの構成を示す、ＴＦＴ基板の部分平面図である。
【図３】（Ａ）は図２のＡ－Ａ’線に沿った部分断面図、（Ｂ）は図２のＢ－Ｂ’線に沿
った部分断面図である。
【図４】液晶の電圧－透過率特性のセルギャップ依存性の一例を示すグラフである。
【図５】従来の液晶表示装置の単位画素の構成を示す部分断面図である。
【図６】（Ａ）は従来の液晶表示装置におけるＷ、Ｒ、ＧおよびＢの輝度－階調特性と、
γ特性とを示すグラフ、（Ｂ）は本発明の一実施形態の液晶表示装置におけるＷ、Ｒ、Ｇ
およびＢの輝度－階調特性と、γ特性とを示すグラフである。
【符号の説明】
【００８４】
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１　液晶表示装置
２　ＴＦＴ基板（第１基板）
３　ＣＦ基板（第２基板）
４　液晶層
５ａ　赤色層
５ｂ　緑色層
５ｃ　青色層
７　画素電極（第１液晶駆動電極）
８　共通電極（第２液晶駆動電極）
９　ブラックマトリックス
１０　ＣＦ基板用のガラス基板
１１　ＴＦＴ基板用のガラス基板
１２　ゲート線
１２ａ　ゲート電極
１３　第１絶縁膜
１５　アモルファスシリコン膜
１６　ｎ+型アモルファスシリコン膜
１７　半導体アイランド部
１８　ドレイン線
２０ａ　ドレイン電極
２０ｂ　ソース電極
２１　第２絶縁膜
３０　単位画素
３０ａ　赤色補助画素
３０ｂ　緑色補助画素
３０ｃ　青色補助画素
ｄ１　赤色補助画素のセルギャップ
ｄ２　緑色補助画素のセルギャップ
ｄ３　青色補助画素のセルギャップ
Ｌ１　赤色補助画素の電極間隔
Ｌ２　緑色補助画素の電極間隔
Ｌ３　青色補助画素の電極間隔
Ｗ１ｐ　赤色補助画素の画素電極の幅
Ｗ２ｐ　緑色補助画素の画素電極の幅
Ｗ３ｐ　青色補助画素の画素電極の幅
Ｗ１ｃ　赤色補助画素の共通電極の幅
Ｗ２ｃ　緑色補助画素の共通電極の幅
Ｗ３ｃ　青色補助画素の共通電極の幅
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